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令和８年度 若菜小学校研究主題 

本年度の方向性について 

令和８年５月８日 

学力向上部校内研修係 

１．主題・副主題 

小学校国語科における 

確かな読み取りをもとに、自分の考えを表現できる児童の育成 

― 書く活動を位置づけた活動構成の工夫を通して ― 

 

２．主題設定の理由 

（１）社会の要請から 

今の子どもたちが生きる社会は、グローバル化の進展や技術革新等により、予測が困難な時代となってい

る。また、少子高齢社会の到来による労働生産人口の減少や人工知能（（AI）の発達による雇用の在り方の変

化していく中で、一人一人が持続可能な社会の担い手として、個人と社会の成長につながる新たな価値を創

造していくことが期待されている。これからの社会に出ていく子どもたちには、他者と協働して課題を解決

していく力や、様々な情報を見極め再構成するなどして新たな価値につなげていく力、複雑な状況変化の中

で目的を再構築することができる力を身につけていくことが求められている。 

AI が自然で大量の言語生成を可能とし、SNS 等による広範な発信が可能な時代において、自らの意思をも

ち考えの形成・表現や、他者の経験・感情の理解・共感といった人間ならではの言語能力がより一層重視さ

れている1。令和１０年改訂の次期学習指導要領においても、言語能力は学習の基盤となる資質・能力の一

つとして位置づけられる方向性となっている2。 

言語能力を育成する教科の中核を担うのが国語科であり、国語科における言語能力育成のための学習指

導の充実がより一層求められていることを踏まえ、本主題を設定した。 

 

（２）本校児童の実態から 

 本校では令和６（2024）年度より、「文章を確かに読み取

る国語科学習指導～書く活動を位置付けた活動構成の工夫

を通して～」を実施してきた。研究主題のもと、国語科学習

の授業改善を通して、「文章を確かに読み取る力」の育成に

努めてきた。 

令和４（2022）年度から４か年の全国学力状況調査の国語

科の結果を見ると、全国標準化得点は改善傾向にある（グラ

フ１）。しかしながら、依然として本校が目標と掲げている

標準化得点１００に達していない。特に、知識・技能の得点

率は改善傾向にあるものの、思考・判断・表現の得点は依然として低い状況である。 

以上のことから、本校児童の実態を見ると、知識・技能を生かした思考力・判断力・表現力の育成が課題

として挙げることができ、確かな読み取りをもとに、自分の考えを表現できる児童の育成を目指した本研究

 
1 令和 7 年 1１月 2８日教育課程部会国語ワーキンググループ資料１では、教育課程全体で育む言語能力のイメージが示され、国語

科が果たす役割についての論点整理がなされている。 
2 令和 7 年９月５日中央教育審議会教育課程企画特別部会において論点整理の素案として提示されている。素案では、言語能力を

「言語を用いてテクスト（情報）を理解し、文章や発話により表現するための力」として、情報活用能力とともに学習の基盤となる資質・

能力として位置づける方向が示されている。 

グラフ１ 全国学力状況調査経年変化 
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主題を設定した。 

  

３．主題について 

 主題における「確かな読み取り」とは、自分の考えを構築する根拠となる文章内容を正確に理解すること

である。「確かな読み取り」には以下の３点を基礎的な側面として提示する3。 

 

(1)（文脈における語句の意味・働きを理解する力 

 文脈の中で言葉がどのような意味や働きをしているのか正確に理解することが大切である。同じ意味の

言葉でも、文脈の中でわずかな違いを見出すこともできる。正確に文章を読み取るためにも、言葉の意味・

働きを理解することが重要である。 

 

(2)（文構造における関係性を理解する力 

 「主語―述語の関係性」「修飾語―被修飾語の関係性」などを理解することが文章を正しく読むためには

必要不可欠である。また、自分の考えを構築するためには、正しい「主語―述語の関係性」を意識すること

が必要となってくる。 

 

(3)（文章における関係性を理解する力 

 文章を正しく捉えるためには、「指示語」「接続語」「具体例」「段落間の関係」などを理解することが重要

となってくる。筆者の論理展開を理解するために、文書と文章を結びつける言葉を正確に捉える必要があ

る。また、自らの主張を展開する際にも、この「文章における関係性を理解する力」が必要となってくる。 

 

 以上の「正しく読む力」の基礎的側面を踏まえながら、筆者の主張を要約したり、展開を予測したりする

などの活動展開を実施し、読み取った内容を根拠に自らの考えを構築していくことを目指していく。 

 自らの考えを構築する際は、資料１に示す各学年の段階で身に付ける事項を踏まえていく。 

 

 
3 佐賀県教育センターHP「確かな読みの力をはぐくむ国語科指導の在り方」を参照。「確かな読みの力」を日本語の知識・技能、基礎

的側面、運用的側面、実践的側面に整理している。 

資料１ 各学年段階で身に付ける「書くこと」にかかわる事項 

段階 身に付ける事項 

低学年 

①自分の思いや考えが明確になるように、事柄の順序に沿って簡単な構成を考えること。 

②語と語や文と文との続き方に注意しながら、内容のまとまりが分かるように書き表し方を工

夫すること。 

中学年 

①相手や目的を意識して、経験したことや想像したことなどから書くことを選び、集めた材料

を比較したり分類したりして、伝えたいことを明確にすること。 

②書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互の関係に注意し

たりして、文章の構成を考えること。 

③自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫すること。 

高学年 

①目的や意図に応じて、感じたことや考えたことなどから書くことを選び、集めた材料を分類

したり関係付けたりして、伝えたいことを明確にすること。 

②筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えること。 

③目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感想、意見とを区

別して書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること。 

④引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように書き表し方を工

夫すること。 

 平成２９年告示学習指導要領解説国語編より抜粋 
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４．副主題について 

副主題である「書く活動を位置づけた活動構成の工夫を通して」とは、資料１で示している各学年段階で

身に付ける「書くこと」にかかわる事項を意識した学習活動を単元末に取り入れることである。以下のよう

な授業展開を想定する。 

 

（１）導入―課題をつかむ段階 

単元の終わりに書かせる内容を課題として設

定し、本文の内容をどのように読むのか児童に

意識を持たせる。 

 

（２）展開―確かな読みを意識させる段階 

 文章を正確に読み取るための必要な基礎的な

力を意識しながら本文の内容を読み取ってい

く。その際、単元末に書かせる内容を意識した

授業構成の工夫を行っていく。 

 

（３）終末―「書く活動」を位置づけた段階 

 導入で提示した「課題」に対する児童の考え

を書かせる。その際、各学年段階で身に付ける

「書くこと」にかかわる事項を踏まえながら書

かせる内容の検討を行っていく。 

 

資料３ 単元の流れ 

 

 

 

 

 

「考えを表現する」活動として、単元末に「書く活動」を位置づける。「書くこと」に苦手意識をもつ児

童も見られることから、以下のような手立てを実施する。 

 

５．「書く活動」を位置づけた段階での工夫 

（１）書かせる内容の条件を設定する 

 「何を（内容）」「どのように（文章の流れや踏まえる事項）」「どのくらい（分量）」書くのかの条件を指

定して書かせる。（資料２を参考） 

 

（２）「書く」内容のフォーマットを提示する 

 どのように書けばよいかわからない児童について、書き方のフ

ォーマットを提示することが必要となってくる。資料４にあるよ

うに、「自らの意見―根拠となる内容」となるように明示してお

き、表現の仕方に慣れさせていくことが必要である。 

資料２ 単元の指導例 

 単元名 

単元名 「ヤドカリとイソギンチャク」（４年） 

課題 

ヤドカリとイソギンチャクの関係を伝えるた

めに、筆者がどのように文章を組み立てている

のか、考えよう。 

単 元 末

に 書 か

せ る 内

容 

ヤドカリとイソギンチャクの関係をわかりや

すく説明するために、筆者はどのような工夫を

していますか。次の条件に合うように書きまし

ょう。 

①２つの段落にわけて書くこと。 

②１つ目の段落には筆者の工夫を書くこと。 

③２つ目の段落には、「なか」「おわり」の内容

にふれながら、理由を書くこと。 

④６行以上で書くこと。 

資料４ 「書く」内容のフォーマット例 

私は〇〇だと思います。なぜなら、本文

で筆者は〇〇〇（本文の記述または要約）

と述べているからです。 

課題をつかむ 

⇒ 

文章を読む 

⇒ 

考えを表現する 
☆「書くこと」の活動 

単元末に何を表現するのか、
見通しを明確にしておく。 

自らの考えを構築するための
「確かな読み」の規則的側面を
意識した授業を展開する。 

各学年段階に身に付ける「書く
こと」にかかわる事項を意識し
た振り返り活動を行う 
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（３）「書く活動」の前段階でのグループ交流 

 「書く活動」を実施する前に、「課題」に対する簡単な振り返りを実施し、グループ交流を実施して課題

に対する自らの意見を深める工夫を行う。 

 

７．授業提案 

（１）単元名 「 ヤドカリとイソギンチャク 」（第４学年国語） 

（２）単元の目標 

 〇接続する語句の役割や段落の役割について理解することできる。【知識・技能】 

 〇「読むこと」において、文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを表現することができる。

【思考力・判断力・表現力等】 

 〇進んで段落同士のまとまりを捉え、学習の見通しを持って、文章の組み立てについて話し合おうとして

いる。【学びに向かう力・人間性等】 

（３）本時  令和８年５月１２日（火） ６校時 於 ４年 1組教室 

①（主眼 

 段落同士の結びつきに着目して、筆者がどのようにしてヤドカリとイソギンチャクの関係をわかり

やすく伝えているのかを、根拠をもとに自分の考えを表現することができる。【思考力・表現力・判断

力等】 

 ② 本時の手立て 

  〇（筆者がヤドカリとイソギンチャクの関係をわかりやすく伝えるための段落の工夫について前時まで

に学習しており、本時の入りで内容を確認する。 

  〇（何を書くのかを明確にするために、ワークシートに書く内容や書き方の条件を明示しておく。 

  〇（一度書いた内容を班で交流し、班の人の書き方のよさを考えさせながら、再び自らの考えをワーク

シートに記入させる。 

 

 ③本時の展開 

 学習活動 手立て 

導

入 

１．前時の学習を振り返り、本時の課題を捉える。 

〇 前時までに学習した段落のまとまりの特徴を振り返らせる。 

 

〇 段落のまとまりの工夫について

は板書しておく。 

展

開 

 

 

 

２．前時の振り返りをもとに、自分の考えをワークシートに記入

する。 

 

【記述例】 

 わたしは、「中」の説明の順番に工夫があると思います。 

 （「中」では、ヤドカリがイソギンチャクをつける理由、イソギ

ンチャクの付け方、イソギンチャクの利益の順番で説明してい

 

 

 

〇 初発の考えをワークシートに記

入させる。 

〇 初めの理由は簡単に箇条書きで

まとめるようにしておく。 

〇 本文のどの部分（段落等）を踏

まえて考えたのかを意識させる。 

〇 理由を記述する際に、本文の記

ヤドカリとイソギンチャクの関係をわかりやすく説明するために、筆者はどのような工夫をしているのだろうか。 



5 

 

て、たがいに支え合っていることがよく伝わったからです。（１

０９文字） 

 

３．個人で考えた内容を班で交流し、班の人の書き方のよさを考

えさせる。 

〇 班の人がどのような書き方をしているのかを考えさせ、自分

の説明に活かせるようにする。 

 

４．班の人の書き方を参考にしながら、自分の意見を付加・修正

する。 

述を用いるように伝える。 

 

 

〇ワークシートに班の人の書き方の

よさを記録させる。かけていない人

は、どのように書こうとしたのかを

伝えるようにする。 

 

 

終

末 

５．ワークシートに記入した内容を全体で交流しながら、単元の

まとめを行う。 

〇 本文の言葉を引用しながら記述

できるようにする。 

◇思考・判断・表現（ワークシート） 

 

④（ワークシート（例） 
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⑤（児童の記述（抜粋 原文ママ）※漢字については一部修正 

 記述 

Ａ 

 わたしは、自分の主張が伝わるようにだん落をくふうして書いていると思いました。 

 なぜなら、ヤドカリの話から、イソギンチャクの話をじゅんじょだてて書いていたり、たがいに

助け合っているということを書いているから、自分の主張が伝わるように書いていると思いま

す。（１２５字） 

Ｂ 

 わたしは、話の順番を意しきしてくふうをしていると思いました。 

 理由はヤドカリがイソギンチャクをつけているわけと、ヤドカリがイソギンチャクを付ける方

法、イソギンチャクを貝がらにつくわけの順番で説明をしていたから、話の順番を意しきしてく

ふうをしているからです。（１２７字） 

Ｃ 

 ぼくは順じょをいしきして説明しているのがくふうしていると思います。 

 なぜなら、はじめはどういうないようか、中はイソギンチャクのついていないヤドカリとイソ

ギンチャクをつけているヤドカリの説明で、おわりはヤドカリとイソギンチャクのかんけいの結

果で、はじめ、中、おわりがわかりやすかったと思います。（１４５字） 

Ｄ 

 ぼくは、話の順番に意しきしてくふうしていると思います。 

 理由は、ヤドカリがイソギンチャクをつけているわけと、ヤドカリがイソギンチャクを付ける

方法、イソギンチャクはヤドカリに付くわけの順番で説明することがで、筆者が主張するたがい

にたすけあって生きていることがとても伝わった。（１３５字） 

 

⑥（授業の様子 

 多くの児童が自分の考えを書くことに苦戦をしていた。どのような工夫があるのかがつかめない児童も

いたため、板書で整理しながら理解できるようにした。また、根拠となる内容をどのように本文から書きだ

せばよいかわからない児童がいたため、班での交流ではどのように書いたのかを中心に交流を深めるよう

にした。 

 班交流の中では（「本文の具体的な表現を使っている」や（「本文の言葉を書き出して説明している」といっ

た説明の仕方についての意見が聞かれた。再度、自分の意見を書かせる段階では、具体的な言葉や文章中の

言葉を書き出しながら説明している児童が増えた。 
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６．研究推進組織 

研究を推進するうえで、（低学年・中学年・高学年部会を編成し、同部会のメンバーの研究授業の参観を

実施する。なお、他部会への参観は自由とする。また、授業改善の指導的立場として、それぞれの部会に管

理職を配置する。 

 

資料３ 校内研究組織（【敬称略】  

 部員 指導 

低学年部会 ①池上 野依 ②横尾 岩渕 ○か武田     ○専堀内 教務 

中学年部会 ③溝口 岡松 ④荒木 中尾 ○か芳野     ○専原田 教頭 

高学年部会 ⑤岡本 柳迫 ⑥柴山 岡田 ○か中谷 池田  ○専鬼塚 校長 

 

 指導案については、簡略したものを使用する。また、事前研修および部研実施後は事後研修を実施し、部

会での授業を研鑽していく。 

 

７．今後の日程 

日程 内容 

６月２５日（木） 授業提案 
□主題研究の提案 

⇒ 授業の様子を録画 

７月２２日（水） 理論研修 
□筑豊教育事務所の指導主事による国語科授業につ

いての研修 

７月２３日（木） 

８月下旬 
授業づくり □９～１２月に公開（部研）する授業構想を立てる 

９～１２月 公開授業（部研） 
□終末段階の授業を公開 

□各クラス１本の授業を実施 

１月 振り返り □各部で振り返りを行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


